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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 44,056 6.5 △351 － 48 － △297 －

2022年３月期第２四半期 41,369 △5.7 △713 － △410 － △346 －

（注）包括利益2023年３月期第２四半期 △1,715百万円 （－％） 2022年３月期第２四半期 1,106百万円（△37.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 △37.40 －

2022年３月期第２四半期 △41.80 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 130,922 59,163 45.1

2022年３月期 129,121 61,277 47.4

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 59,064百万円 2022年３月期 61,158百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2022年３月期 － 50.00 － 50.00 100.00
2023年３月期 － 50.00
2023年３月期（予想） － 50.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 96,000 8.6 1,100 45.3 1,600 23.3 850 24.3 106.90

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 8,370,000株 2022年３月期 8,370,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 412,878株 2022年３月期 423,973株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 7,951,195株 2022年３月期２Ｑ 8,280,809株

※  注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中、景気持ち

直しの動きが続きました。しかし、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、エネルギー価格や物価の高騰、円安の急

激な進行など、景気の先行きに引き続き十分注意を要する状況となっております。

印刷業界においても、販促需要の回復など持ち直しの動きが続きました。しかし、エネルギーや原材料の価格高

騰、既存の印刷事業における紙媒体の需要減など、経営を取り巻く環境は厳しい状況で推移しました。

このような状況の中、共同印刷グループは、中期経営方針「豊かな社会と新たな価値を創造するために未来起点の

変革に挑戦」に基づいた取り組みを進めております。

情報系事業では、「印刷事業で培った強みを軸とし、新たな価値創出を実現」することをめざして、コンテンツを

生かした事業機会の獲得や、販促及び業務支援事業のデジタルシフトを支援する製品・サービスの提案など、注力領

域の強化とデジタル領域の伸長に取り組みました。

生活・産業資材系事業では、「パッケージソリューションベンダーの地位確立」に向け、環境配慮製品の開発や提

案を強化するとともに、食品・日用品向けのパッケージやラミネートチューブの受注拡大の取り組みを進めました。

なかでも、世界的な潮流であるサーキュラーエコノミーへの移行に向け、プラスチックフィルムを使わない紙仕様包

材など、脱プラスチックに貢献する製品の開発に注力しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高440億５千６百万円（前年同期比6.5％増）、営業損失３

億５千１百万円（前年同期は営業損失７億１千３百万円）、経常利益４千８百万円（前年同期は経常損失４億１千万

円）となりました。特別利益に投資有価証券売却益１億７千５百万円、特別損失に固定資産処分損１億８千５百万

円、本社移転費用１億７千万円を計上したことなどから、親会社株主に帰属する四半期純損失は２億９千７百万円

（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失３億４千６百万円）となりました。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

情報コミュニケーション部門

育休取得者向け教育プログラムを開発して企業のダイバーシティ推進を支援するなど、教育分野への取り組みを強

化したほか、児童・幼児向け図書やコンテンツ周辺領域の受注拡大を推進しました。

出版印刷では、コミックスや辞典の好調に加え、人気まんがのアニメ化や映画公開に関連した販促物・グッズ等で

コンテンツ周辺領域が伸長しました。絵本や図鑑も増加しましたが、定期刊行物は発行部数の減少などで低調、ま

た、単行本や文庫なども減少し、売上高は前年同期を下回りました。

一般商業印刷では、経済活動の回復傾向を受けてＰＯＰ等の店頭販促関連が増加し、カタログや情報誌も堅調に推

移しました。また、Ｗｅｂサイトやコンテンツ制作の増加に加え、ロジスティクス関連業務も堅調で、前年同期を上

回りました。

以上の結果、部門全体の売上高は163億６千３百万円（前年同期比8.4％増）、営業損失は３億５千万円（前年同期

は営業損失４億９千４百万円）となりました。

情報セキュリティ部門

金融機関や官公庁・自治体への提案推進による受注獲得に取り組むとともに、決済ソリューション事業拡大のた

め、法人向けプリペイドカード「Bizプリカ」の拡販とサービス展開に注力しました。

ビジネスフォームは、新型コロナワクチン関連など自治体向けデータプリントの好調継続に加え、各種試験関係や

ヘルスケア分野のＢＰＯも堅調でした。証券類は、乗車券が、経済活動の正常化が進んだことで鉄道の利用状況が改

善し、前年同期を上回りました。しかし、カードは交通系、金融系ともに前年同期を下回りました。

以上の結果、部門全体の売上高は121億２千３百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は１億６千９百万円（前年

同期比671.4％増）となりました。
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生活・産業資材部門

紙器は、ティシューカートンが小売り価格値上げの影響で減少したものの、ラップカートンは一般家庭向けが順調

に推移し、前年同期を上回りました。軟包装は、即席麺向けのフィルム包材が好調、また、リキッドパッケージでは

日用品向け商品が増加し、前年同期を上回りました。

チューブは、外出制限の解除でＵＶケア製品など化粧品向けの需要が回復し、前年同期を上回りました。しかし、

調味料向けのブローチューブ・ブローボトルは、小売り価格値上げの反動減があり、家庭内喫食で需要が増加した前

年同期を下回りました。産業資材は、医薬品向けを中心に好調でした。

以上の結果、部門全体の売上高は145億８千８百万円（前年同期比7.8％増）、営業損失は１億４千２百万円（前年

同期は営業損失６千８百万円）となりました。

その他

物流業務の堅調な推移と不動産賃貸収入の増加により、売上高は９億８千１百万円（前年同期比16.3％増）、営業

利益は５千９百万円（前年同期は営業損失１億２千８百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において以下のとおりになり

ました。

総資産は1,309億２千２百万円（前連結会計年度末1,291億２千１百万円）となり、18億１百万円増加しました。こ

れは主に、現金及び預金が58億８千万円増加したことと、投資有価証券が28億円減少、受取手形、売掛金及び契約資

産が９億４千９百万円減少したことによるものです。負債は717億５千８百万円（前連結会計年度末678億４千３百万

円）となり、39億１千４百万円増加しました。これは主に、本社土地活用に関する一般定期借地権設定契約締結によ

り、長期前受金が171億８千２百万円増加したことと、借入金が79億９千７百万円、設備関係支払手形及び未払金が

26億４千８百万円減少したことによるものです。純資産は、591億６千３百万円（前連結会計年度末612億７千７百万

円）となり、21億１千３百万円減少しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失２億９千７百万円、

配当金の支払４億１千２百万円と、その他有価証券評価差額金17億８千万円の減少があったことによるものです。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

58億８千４百万円増加し147億７千５百万円となりました。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

当第２四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、189億２千３百万円（前年同期比164億９千８

百万円増）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失８千２百万円と減価償却費28億６千３百万円の計

上、棚卸資産の増加11億８千６百万円、長期前受金の増加171億８千２百万円があったことによるものです。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

当第２四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は、42億９千５百万円（前年同期比３億１千９百

万円増）となりました。これは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出47億４千２百万円と、投資有価証券の

売却による収入４億２千２百万円があったことによるものです。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

当第２四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は、86億８千９百万円（前年同期比68億４千２百

万円増）となりました。これは主に、短期借入金の減少67億７千９百万円、長期借入金の返済による支出12億２千５

百万円があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の通期の連結業績予想につきましては、2022年５月13日に発表いたしました業績予想から変更してお

りません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,949 14,829

受取手形、売掛金及び契約資産 26,335 25,385

商品及び製品 3,503 3,650

仕掛品 2,329 3,291

原材料及び貯蔵品 1,128 1,260

その他 1,835 708

貸倒引当金 △55 △12

流動資産合計 44,025 49,113

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 30,301 29,568

機械装置及び運搬具（純額） 12,970 12,944

工具、器具及び備品（純額） 926 1,608

土地 14,842 14,901

リース資産（純額） 1,852 1,741

建設仮勘定 875 546

有形固定資産合計 61,769 61,311

無形固定資産

のれん 785 542

ソフトウエア 1,124 1,052

その他 183 203

無形固定資産合計 2,094 1,798

投資その他の資産

投資有価証券 17,402 14,602

退職給付に係る資産 2,547 2,605

繰延税金資産 222 246

その他 1,070 1,255

貸倒引当金 △10 △11

投資その他の資産合計 21,232 18,698

固定資産合計 85,095 81,808

資産合計 129,121 130,922

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,606 16,992

短期借入金 6,840 68

１年内返済予定の長期借入金 9,400 9,400

リース債務 504 414

未払法人税等 481 166

賞与引当金 1,162 1,129

役員賞与引当金 53 28

環境対策引当金 － 400

固定資産解体費用引当金 － 157

独占禁止法関連損失引当金 401 －

その他 10,079 7,399

流動負債合計 44,531 36,156

固定負債

社債 3,000 3,000

長期借入金 7,480 6,254

リース債務 1,053 981

繰延税金負債 2,106 1,369

環境対策引当金 400 －

固定資産解体費用引当金 545 －

役員株式給付引当金 19 15

退職給付に係る負債 6,589 6,612

資産除去債務 80 8

長期前受金 － 17,182

その他 2,037 176

固定負債合計 23,312 35,601

負債合計 67,843 71,758

純資産の部

株主資本

資本金 4,510 4,510

資本剰余金 1,645 1,644

利益剰余金 47,454 46,744

自己株式 △1,216 △1,185

株主資本合計 52,393 51,713

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,553 6,773

為替換算調整勘定 0 372

退職給付に係る調整累計額 211 206

その他の包括利益累計額合計 8,765 7,351

非支配株主持分 118 99

純資産合計 61,277 59,163

負債純資産合計 129,121 130,922
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 41,369 44,056

売上原価 34,483 36,225

売上総利益 6,886 7,830

販売費及び一般管理費 7,599 8,181

営業損失（△） △713 △351

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 140 167

物品売却益 41 18

設備賃貸料 42 37

保険配当金 152 171

為替差益 4 42

その他 112 158

営業外収益合計 495 598

営業外費用

支払利息 98 79

設備賃貸費用 14 14

持分法による投資損失 35 38

その他 43 66

営業外費用合計 192 198

経常利益又は経常損失（△） △410 48

特別利益

固定資産売却益 － 51

投資有価証券売却益 686 175

その他 1 2

特別利益合計 687 229

特別損失

固定資産処分損 90 185

投資有価証券評価損 26 －

独占禁止法関連損失引当金繰入額 305 －

本社移転費用 － 170

その他 0 5

特別損失合計 421 360

税金等調整前四半期純損失（△） △144 △82

法人税等 189 221

四半期純損失（△） △334 △303

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
11 △6

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △346 △297

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純損失（△） △334 △303

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,315 △1,780

為替換算調整勘定 155 373

退職給付に係る調整額 △28 △5

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 0

その他の包括利益合計 1,441 △1,411

四半期包括利益 1,106 △1,715

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,094 △1,711

非支配株主に係る四半期包括利益 12 △4

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △144 △82

減価償却費 2,741 2,863

のれん償却額 302 245

退職給付に係る資産及び負債の増減額 △81 △45

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △42

賞与引当金の増減額（△は減少） △45 △33

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28 △25

独占禁止法関連損失引当金の増減額（△は減少） 305 △401

固定資産解体費用引当金の増減額（△は減少） － △388

受取利息及び受取配当金 △141 △169

支払利息 98 79

持分法による投資損益（△は益） 35 38

投資有価証券評価損益（△は益） 26 －

投資有価証券売却損益（△は益） △686 △175

固定資産除売却損益（△は益） 90 133

売上債権の増減額（△は増加） 2,493 1,016

棚卸資産の増減額（△は増加） △872 △1,186

仕入債務の増減額（△は減少） △923 1,347

未払消費税等の増減額（△は減少） △608 371

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △0

未払費用の増減額（△は減少） △321 △89

長期前受金の増減額（△は減少） － 17,182

その他 411 △1,271

小計 2,644 19,366

利息及び配当金の受取額 141 169

利息の支払額 △98 △80

法人税等の支払額 △262 △531

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,424 18,923

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △4,603 △4,742

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 54

投資有価証券の取得による支出 △10 △16

投資有価証券の売却による収入 691 422

貸付けによる支出 △0 －

貸付金の回収による収入 0 0

その他 △52 △12

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,976 △4,295

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △6,779

長期借入金の返済による支出 △1,208 △1,225

配当金の支払額 △417 △412

非支配株主への配当金の支払額 △16 △16

自己株式の取得による支出 － △0

自己株式の処分による収入 － 30

その他 △204 △286

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,846 △8,689

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △53

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,393 5,884

現金及び現金同等物の期首残高 12,760 8,890

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,366 14,775

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算)

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

(1)株式給付信託（ＢＢＴ）

当社は、2018年６月28日開催の第138期定時株主総会決議に基づき、当社の取締役及び執行役員並びに一部の当社

子会社における役付取締役 （以下「取締役等」という。）に対する新たな業績連動型株式報酬制度「株式給付信託

（BBT（＝Board Benefit Trust））」(以下「本制度」という。）を導入しております。

①取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対して、当社及び一部

の当社子会社が定める役員株式給付規程に従って、業績達成度等に応じて当社株式及び当社株式を時価で換算した金

額相当の金銭が信託を通じて給付される株式報酬制度であります。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期

は、原則として、取締役等の退任時となります。

②信託に残存する自社の株式

当社は、信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末163百万円、56千株、当

第２四半期連結会計期間末161百万円、55千株であります。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

該当事項はありません。

(2)株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）

当社は、2022年２月18日開催の取締役会決議に基づき、2022年３月10日より、当社の株価や業績と従業員の処遇の

連動性をより高め、経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を

高めるため、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」（以下「本制度」という。）を導入しております。

①取引の概要

本制度の導入に際し制定した「株式給付規程」に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を給

付する仕組みです。

将来給付する株式を予め取得するために、当社は「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の信託財産として株式会社日

本カストディ銀行（信託Ｅ口）に金銭を信託し、当該信託銀行はその信託された金銭により当社株式を取得しており

ます。

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末417百万円、150千株、当第２四半

期連結会計期間末417百万円、150千株です。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

該当事項はありません。
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(3)株式給付信託（従業員持株会処分型）

当社は、2022年２月18日開催の取締役会決議に基づき、2022年３月10日より、従業員の福利厚生の増進及び当社の

企業価値向上に係るインセンティブの付与を目的として、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」（以下「本制

度」という。）を導入しております。

①取引の概要

本制度の導入にあたり、当社は、当社を委託者、みずほ信託銀行株式会社（以下「受託者」という。）を受託者と

する「株式給付信託（従業員持株会処分型）契約書」（以下「本信託契約」という。）を締結しております。（以

下、本信託契約に基づいて設定される信託を「本信託」という。）。また、受託者は株式会社日本カストディ銀行と

の間で、株式会社日本カストディ銀行を再信託受託者として有価証券等の信託財産の管理を再信託する契約を締結し

ております。

本信託は、2022年３月から５年間にわたり持株会が購入することが見込まれる数に相当する当社株式を予め一括し

て取得し、以後、持株会の株式購入に際して当社株式を売却していきます。本信託による持株会への当社株式の売却

を通じて、信託終了時までに、本信託の信託財産内に株式売却益相当額が累積した場合には、かかる金銭を残余財産

として、受託者適格要件を充足する持株会加入者（従業員）に分配します。

また、当社は、本信託が当社株式を取得するために借入に際し保証をするため、当社株価の下落等により、信託終

了時において、株式売却損相当額の借入残債がある場合には、保証契約に基づき当社が当該残債を弁済することとな

ります。

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末277百万円、99千株、当第２四半

期連結会計期間末249百万円、89千株です。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

前連結会計年度末　　　　　　長期借入金　280百万円

当第２四半期連結会計期間末　長期借入金　254百万円
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

情報コミ

ュニケーシ

ョン部門

情報セキュ

リティ部門

生活・産業

資材部門
計

売上高

顧客との契約か
ら生じる収益

15,097 11,890 13,536 40,525 753 41,278 － 41,278

その他の収益 － － － － 90 90 － 90

外部顧客への
売上高

15,097 11,890 13,536 40,525 843 41,369 － 41,369

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

631 268 106 1,006 2,676 3,682 △3,682 －

計 15,728 12,158 13,643 41,531 3,520 45,051 △3,682 41,369

セグメント利益

又は損失（△）
△494 21 △68 △541 △128 △669 △43 △713

（セグメント情報等）

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、物流事業、保険取扱事業及び不動産管理

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研

究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

情報コミ

ュニケーシ

ョン部門

情報セキュ

リティ部門

生活・産業

資材部門
計

売上高

顧客との契約か
ら生じる収益

16,363 12,123 14,588 43,075 783 43,858 － 43,858

その他の収益 － － － － 198 198 － 198

外部顧客への
売上高

16,363 12,123 14,588 43,075 981 44,056 － 44,056

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

558 317 127 1,003 2,736 3,739 △3,739 －

計 16,921 12,440 14,716 44,078 3,717 47,796 △3,739 44,056

セグメント利益

又は損失（△）
△350 169 △142 △322 59 △263 △87 △351

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  2022年４月１日  至  2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、物流事業、保険取扱事業及び不動産管理

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研

究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

当社は2022年10月１日より、確定給付企業年金制度の一部を確定拠出年金制度へ移行するとともに、退職一時金

制度、確定給付企業年金制度及び確定拠出年金制度についてポイント制を導入しております。

移行等に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１

号 平成28年12月16日改正）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告 

第２号 平成19年２月７日改正）を適用する予定であり、影響額については現在評価中であります。
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